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  本 手 順 書 は ， 下 記 対 象 バ ル ブ 型 式 の 分 解 組 立 手 順 書 で す 。  

  作 業 を 開 始 す る 前 に ， 必 ず 『 日 阪 ボ ー ル バ ル ブ 取 扱 説 明 書 』 を 一 読 す
る と 共 に ， 必 ず 『 日 阪 ボ ー ル バ ル ブ 取 扱 説 明 書 』 と ， 併 用 し て 使 用 し て
く だ さ い 。  

  ま た ， 分 解 組 立 す る と き は ， 各 部 品 に 傷 を 付 け な い よ う 細 心 の 注 意 を
払 っ て 行 っ て く だ さ い 。  

 

 

１ ． 対 象 バ ル ブ 型 式 ： H45 ,H45 G  

 

２ ． 分 解  

    自 動 弁 お よ び ウ ォ ー ム ギ ア な ど の 駆 動 装 置 付 き の 場 合 は ， 再 組 立 を 容 易 に

  す る た め ， 分 離 箇 所 に マ ジ ッ ク イ ン キ な ど で 相 マ ー ク を 印 し た 上 ， 駆 動 装 置

  を バ ル ブ か ら 取 り 外 し て く だ さ い 。   
 

    2-1 . 分 解 前  

   次 の 手 順 を 守 っ て 作 業 を 行 っ て く だ さ い 。  

    1 )  安 全 に 作 業 で き る よ う に ， 十 分 な 作 業 ス ペ ー ス を 確 保 し て く だ さ い 。  

    2) バ ル ブ を 配 管 し た ま ま で 数 回 作 動 さ せ ， バ ル ブ 内 の 圧 力 を 抜 い て く

     だ さ い 。 ま た ， バ ル ブ 内 に 残 っ て い る 流 体 を 除 去 お よ び 洗 浄 し て く  

        だ さ い 。   

      3) 再 組 立 を 容 易 に す る た め ， ボ デ ィ と ボ デ ィ キ ャ ッ プ の 接 合 部 お よ び

     ボ デ ィ と サ イ ド カ バ ー の 接 合 部 に ， マ ジ ッ ク イ ン キ な ど で 相 マ ー ク  

         を 印 し て お い て く だ さ い 。  

      4 )  ボ ー ル シ ー ト な ど の 消 耗 部 品 は 新 し い 純 正 部 品 を 準 備 し て く だ さ い 。  
 

    2 -2 . 分 解  

    断 面 図 （ ８ 頁 ， ９ 頁 ） を 参 照 し て ， 次 の 手 順 で 行 っ て く だ さ い 。 各 部

   品 に 傷 を 付 け な い よ う に 注 意 し て く だ さ い 。 ○ 内 の 番 号 は 断 面 図 の 品 番

   を 示 し て い ま す 。  

   1) バ ル ブ を 作 業 台 に 固 定 す る な ど 安 全 に 分 解 で き る よ う に 配 慮 す る と

     共 に 十 分 な 作 業 ス ペ ー ス を 確 保 し て く だ さ い 。  

   2) ボ ル ト ⑲ ⑳ を メ ガ ネ レ ン チ で 対 角 交 互 に 手 で 動 か せ る 程 度 ま で 緩 め

     る 。 125A 以 上 の 場 合 ， ト ラ ニ オ ン ⑦ (125A～ 250A)も メ ガ ネ レ ン チ で ，

     手 で 動 か せ る 程 度 ま で 緩 め る 。  
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      3) 作 業 台 な ど か ら バ ル ブ を 取 り 外 し ， サ イ ド カ バ ー ③ を 上 方 に ， グ ラ  

         ン ド 部 を 手 前 に し て ， 垂 直 に 置 く 。  

         こ の 時 必 要 に 応 じ ， 側 面 ２ 箇 所 の ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② と ボ デ ィ ① と の  

         合 わ せ フ ラ ン ジ 部 の 下 に 当 て 木 な ど を 置 い て 安 定 さ せ る 。  

      4) ボ デ ィ ① か ら サ イ ド カ バ ー ③ に 隣 接 す る ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② ２ 箇 所 の  

         取 付 ボ ル ト ⑳ を 取 り 外 し ， ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② ２ 個 を 取 り 外 す 。  

         ※  125A 以 上 の ， サ イ ド カ バ ー ③ に 対 向 す る ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② １ 個  

            は ， 取 り 付 け た ま ま に し て お い て く だ さ い 。  

      5) ボ デ ィ ① か ら ボ ル ト ⑲ と サ イ ド カ バ ー ③ を 取 り 外 す 。  

      6) 125A 以 上 の 場 合 ， ト ラ ニ オ ン ⑦ ， ガ ス ケ ッ ト ⑬ を 取 り 外 す 。  

         ※ 100A 以 下 に は こ の 部 品 は あ り ま せ ん 。  

      7) ス ナ ッ プ リ ン グ (23)を ス ナ ッ プ リ ン グ プ ラ イ ヤ を 用 い て 取 り 外 す 。  

      8) ボ ル ト (21)２ 本 を ， メ ガ ネ レ ン チ で 緩 め ， 取 り 外 す 。  

      9) 100A～ 150A の み イ ン ジ ケ ー タ ー プ レ ー ト (24)を 取 り 外 す 。 (駆 動 装   

         置 付 き に は こ の 部 品 は あ り ま せ ん 。 )  

     10) グ ラ ン ド キ ャ ッ プ ④ ， カ ラ ー (25)(200A， 250A)を 抜 き 取 る 。  

     11) 125A 以 上 の 場 合 ， ス テ ム ⑥ を グ ラ ン ド パ ッ キ ン ⑨ ， グ ラ ン ド リ ン ド

         グ ⑩ ， と 共 に 引 き 抜 く 。 そ の 後 ， ス ラ ス ト ベ ア リ ン グ ⑰ ， ス テ ム ベ  

         ア リ ン グ ⑯ を 抜 き 取 る 。 ※  100A 以 下 は ， 13)項 で 行 う 。  

     12) ボ ー ル ⑤ を 取 り 外 す 。  

         125A 以 上 で は ， ス ラ ス ト ベ ア リ ン グ ⑱ も 取 り 出 す 。  

         ※  100A 以 下 の 場 合 ， ス テ ム ⑥ を 適 当 に 回 し ， ボ ー ル ⑤ と ス テ ム    

            ⑥ の 勘 合 部 が ， ボ ー ル ⑤ が 抜 け る 方 向 に 向 い た と こ ろ で 取 り 外   

            す 。  

     13) 100A 以 下 の 場 合 ， ス テ ム ⑥ を ボ デ ィ ① 内 側 に 押 し 込 み 取 り 外 す 。 ス

        テ ム ⑥ は ボ デ ィ ① 外 側 へ は 抜 け ま せ ん 。 必 ず 内 側 へ 押 し 込 ん で く だ

        さ い 。 そ の 後 ， グ ラ ン ド パ ッ キ ン ⑨ ， ス テ ム ベ ア リ ン グ ⑯ を ボ デ ィ

        ① か ら 抜 き 取 る 。  

     14) 125A 以 上 の 場 合 ， 4)項 で 残 し た ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② １ 個 を ， ナ ッ ト  

      ⑳ を 緩 め ， ボ デ ィ ① か ら 取 り 外 す 。  

     15) ボ ー ル シ ー ト ⑧ ４ 枚 及 び ガ ス ケ ッ ト ⑪ ⑫ お よ び ⑬ (125A 以 上 の み )を

     取 り 外 す 。  

 

    2-3 . 分 解 後  

      1) 『 日 阪 ボ ー ル バ ル ブ 取 扱 説 明 書 』 ２ １ ， ２ ２ 頁 を 参 照 し て 各 部 品 の  

         点 検 を 実 施 し て く だ さ い 。  

      2 )  分 解 し た 金 属 部 品 を ， 水 ・ ス チ ー ム な ど で 清 浄 に 洗 浄 し て く だ さ い 。  
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３ ． 組 立  

    3 -1 . 組 立 前  

       組 立 を 行 う 前 に 次 の 事 項 を 確 認 し て く だ さ い 。  

   1) ボ ー ル シ ー ト ⑧ ， グ ラ ン ド パ ッ キ ン ⑨ ， ガ ス ケ ッ ト ⑪ ⑫ ⑬ (⑬ は  

     125A 以 上 に 装 着 )， ベ ア リ ン グ ⑭ ⑮ ⑯ (⑮ は 125A 以 上 に 装 着 )， ス ラ

     ス ト ベ ア リ ン グ ⑰ ⑱ (125A 以 上 に 装 着 )， の 消 耗 部 品 は 全 て 新 し い  

     純 正 部 品 を 準 備 し て く だ さ い 。  

   2) ボ ー ル ⑤ ， ス テ ム ⑥ に 傷 が 無 い か 確 認 し て く だ さ い 。 傷 が あ れ ば 使  

         用 で き ま せ ん 。 新 品 を 購 入 し た 上 ， 組 立 て く だ さ い 。  

 

    3 -2 . 組 立  

    ＜ 15A～ 100A の 場 合 ＞  

         断 面 図 (８ 頁 )を 参 照 し て ， 次 の 手 順

         で 行 っ て く だ さ い 。  

      1) ボ デ ィ ① を 配 管 フ ラ ン ジ を 下 向 き  

         に ， グ ラ ン ド 部 を 手 前 に し て ， 垂  

         直 に 置 く 。  

      2) ボ ー ル シ ー ト ⑧ ４ 枚 を 断 面 図 参 照 の

     上 ， 入 れ る 方 向 に 注 意 し ， ボ デ ィ   

         ① ， ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② ２ 個 お よ び サ

         イ ド カ バ ー ③ に 装 着 す る 。  

     本 体 材 質 :ね ず み 鋳 鉄 品 (FC200)の 場

         合 ， ボ ー ル シ ー ト ⑧ ４ 枚 の 背 面 に グ

         リ ス (共 同 油 脂 ㈱ シ ン プ レ ッ ク ス  S 

         No.00 ま た は 相 当 品 )を 少 量 塗 布 し  

         て く だ さ い 。  

      3) ス テ ム ⑥ に ス テ ム ベ ア リ ン グ ⑯ を   

         装 着 し ， ス テ ム ⑥ を ボ デ ィ ① の 内 側

     か ら グ ラ ン ド 部 に 装 着 す る 。        

      4) 図 １ を 参 照 し て ， 入 れ る 方 向 を 確   

     認 し ， グ ラ ン ド パ ッ キ ン ⑨ を ボ デ   

         ィ ① に 装 着 す る 。                   

      5) グ ラ ン ド キ ャ ッ プ ④ に ベ ア リ ン グ ⑭              図 １  

         (20A～ 100A)を 入 れ ， 断 面 図 を 参 照 し ， 向 き に 注 意 し て グ ラ ン ド に 装

        着 す る 。  

      6) 片 方 の 手 で ボ デ ィ ① を つ か み 固 定 し ， 他 方 の 手 で ス テ ム ⑥ を 十 分 に  

         ボ デ ィ ① 外 側 に 引 っ 張 っ た 後 ， ボ ル ト (21)２ 本 を ね じ 込 む 。 (手 で   

         締 め る 程 度 と す る )  

     7) ボ ル ト (21)２ 本 を 片 締 め に な ら な い よ う に ， 締 め 過 ぎ な い よ う に ，  

         交 互 に 締 め 付 け る 。  

      8) ７ 頁 の 流 れ 方 向 TYPE 図 を 参 照 し て ， 左 回 り ・ 右 回 り 位 置 で 所 定 の  

         TYPE の 流 れ 方 向 位 置 と な る よ う に ス テ ム ⑥ 頂 部 の 流 れ 方 向 指 示 溝 を  

         確 認 し ， ス テ ム ⑥ に ス ト ッ パ ー (22)を 装 着 す る 。  
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      9) 100A の み イ ン ジ ケ ー タ プ レ ー ト (24)(駆 動 装 置 付 き の 場 合 は 無 し )を  

         ス テ ム ⑥ に 装 着 し ， ス ナ ッ プ リ ン グ プ ラ イ ヤ を 用 い て ， ス ナ ッ プ リ  

         ン グ (23)で 固 定 す る 。 (駆 動 装 置 付 き の 場 合 は 無 し )  

     10) ボ ー ル ⑤ を ボ デ ィ ① に 装 着 す る 。 こ の 時 ， ボ ー ル ⑤ の ポ ー ト (流 路 ) 

         と ス テ ム ⑥ 頂 部 の 流 れ 方 向 指 示 溝 が 同 じ 方 向 に な る よ う に 装 着 す る 。  

     11) ボ デ ィ ① に ガ ス ケ ッ ト ⑪ を 装 着 し (ガ ス ケ ッ ト ⑪ が 落 ち る 場 合 は ，   

         ボ デ ィ ① の ガ ス ケ ッ ト 溝 に ガ ス ケ ッ ト ⑪ を 入 れ る )， 相 マ ー ク に 従   

         っ て サ イ ド カ バ ー ③ を 取 り 付 け る 。  

         こ の 時 ， ガ ス ケ ッ ト ⑪ を か み 込 ま せ な い よ う に 注 意 し て 装 着 の こ と 。

         ガ ス ケ ッ ト ⑪ を か み 込 ま せ た り ， 正 し く ボ デ ィ ① ， サ イ ド カ バ ー ③  

         に 装 着 さ れ て い な か っ た り す る と 漏 れ の 原 因 に な り ま す 。  

     12) ボ ル ト ⑲ を ， 全 て 軽 く ね じ 込 む 。  

   13) ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② に ガ ス ケ ッ ト ⑫ を 装 着 し (ガ ス ケ ッ ト ⑫ が 落 ち る   

         場 合 は ， ボ デ ィ ① の ガ ス ケ ッ ト 溝 に ガ ス ケ ッ ト ⑫ を 入 れ る )， 相 マ   

         ー ク に 従 っ て ボ デ ィ ① に 装 着 す る 。  

         こ の 時 ， ガ ス ケ ッ ト ⑫ を か み 込 ま せ な い よ う に 注 意 し て 装 着 の こ と 。

         ガ ス ケ ッ ト ⑫ を か み 込 ま せ た り ， 正 し く ボ デ ィ ① ， ボ デ ィ キ ャ ッ プ  

         ② に 装 着 さ れ て い な か っ た り す る と 漏 れ の 原 因 に な り ま す 。  

   14) ボ ル ト ⑳ を ， 全 て 軽 く ね じ 込 む 。  

     15) ボ ル ト ⑲ ⑳ を 安 全 に 締 め 付 け で き る よ う 作 業 台 に 固 定 す る な ど ， 配  

         慮 す る 。 ま た ， ボ ー ル ⑤ の ポ ー ト が ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② の ポ ー ト と 一  

         致 し て い る こ と を 確 認 す る 。 そ の 後 ， サ イ ド カ バ ー ③ 固 定 用 の ボ ル  

         ト ⑲ を ， メ ガ ネ レ ン チ で ， 対 角 交 互 に 確 実 に 締 め 付 け る 。 ボ ー ル ⑤  

         の ポ ー ト と ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② の ポ ー ト が 合 っ て い な い と ボ ー ル シ ー  

         ト に 傷 が 付 き ， 漏 れ の 原 因 に な り ま す 。  

     16) ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② 固 定 用 の ボ ル ト ⑳ を ， メ ガ ネ レ ン チ で ， 対 角 交 互  

         に ， 確 実 に 締 め 付 け る ｡  

     17) ス テ ム ⑥ 頂 部 に ， ハ ン ド ル ま た は 適 切 な ス パ ナ (但 し ， 万 一 外 れ て   

         も 怪 我 を し な い よ う 注 意 し て 使 用 す る こ と )な ど を 取 付 ， ボ ー ル ⑤  

         を 回 転 さ せ ， ボ デ ィ ① ， ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② と ボ ー ル ⑤ の ポ ー ト が 合  

         っ て い る こ と を 確 認 す る 。 ま た ， 作 動 が ス ム ー ズ で あ る こ と を 確 認  

         す る 。  
 

    ＜ 125A～ 250A の 場 合 ＞  

         断 面 図 (９ 頁 )を 参 照 し て ， 次 の 手 順 で 行 っ て く だ さ い 。  

    1) ボ デ ィ ① の サ イ ド カ バ ー ③ 側 を 下 に ， 垂 直 に 置 く 。  

      2) ボ デ ィ ① の 上 部 ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② １ 箇 所 (サ イ ド カ バ ー ③ と 対 向 し   

         て い る 箇 所 )に ， ス タ ッ ド ボ ル ト ⑳ の ね じ の 切 っ て い な い 部 分 を プ   

         ラ イ ヤ で つ か み 十 分 に ね じ 込 む 。 ス タ ッ ド ボ ル ト ⑳ の ね じ 部 の 長 さ  

         が 異 な る 場 合 は ， 短 い 方 を ボ デ ィ ① に ね じ 込 ん で く だ さ い 。  

      3) ボ デ ィ ① の 該 当 ガ ス ケ ッ ト 装 着 部 １ 箇 所 に ガ ス ケ ッ ト ⑫ を 装 着 し    

         (ガ ス ケ ッ ト ⑫ が 落 ち る 場 合 は ， ボ デ ィ ① の ガ ス ケ ッ ト 溝 に ガ ス ケ   

         ッ ト ⑫ を 入 れ る )， 相 マ ー ク に 従 っ て ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② １ 箇 所 を 取   

         り 付 け ， ス タ ッ ド ボ ル ト 用 ナ ッ ト ⑳ を 全 て 緩 ま な い 程 度 に ね じ 込 む 。  
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         こ の 時 ， ガ ス ケ ッ ト ⑫ を か み 込 ま せ な い よ う に 注 意 し て 装 着 の こ と 。

         ガ ス ケ ッ ト ⑫ を か み 込 ま せ た り ， 正 し く ボ デ ィ ① ， ボ デ ィ キ ャ ッ プ  

         ② に 装 着 さ れ て い な か っ た り す る と 漏 れ の 原 因 に な り ま す 。  

      4) 前 項 で 取 り 付 け た ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② の 配 管 フ ラ ン ジ を 下 向 き に ， ボ  

         デ ィ ① の グ ラ ン ド 部 を 手 前 に し て ， 垂 直 に 置 く 。  

         こ の 時 必 要 に 応 じ ， 側 面 ２ 箇 所 の ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② と ボ デ ィ ① と の  

         合 わ せ フ ラ ン ジ 部 の 下 に 当 て 木 な ど を 置 い て 安 定 さ せ る 。  

      5) ボ ー ル シ ー ト ⑧ ４ 枚 を 断 面 図 参 照 の 上 ， 入 れ る 方 向 に 注 意 し ， ボ デ

     ィ キ ャ ッ プ ② ３ 個 お よ び サ イ ド カ バ ー ③ に 装 着 す る 。  

     本 体 材 質 :ね ず み 鋳 鉄 品 (FC200)の 場 合 ， ボ ー ル シ ー ト ⑧ ４ 枚 の 背 面  

         に グ リ ス (共 同 油 脂 ㈱ シ ン プ レ ッ ク ス  SNo.00 ま た は 相 当 品 )を 少 量  

         塗 布 し て く だ さ い 。  

      6) ボ ー ル ⑤ に ベ ア リ ン グ ⑮ を 装 着 し ， ボ デ ィ ① に 装 着 す る 。  

      7) ボ デ ィ ① に サ イ ド カ バ ー ③ 用 ガ ス ケ ッ ト ⑪ を 装 着 し (ガ ス ケ ッ ト ⑪   

         が 落 ち る 場 合 は ， ボ デ ィ ① の ガ ス ケ ッ ト 溝 に ガ ス ケ ッ ト ⑪ を 入 れ    

         る )， 相 マ ー ク に 従 っ て サ イ ド カ バ ー ③ を 取 り 付 け ， ボ ル ト ⑲ を ，   

         全 て 緩 ま な い 程 度 に ね じ 込 む 。  

         こ の 時 ， ガ ス ケ ッ ト ⑪ を か み 込 ま せ な い よ う に 注 意 し て 装 着 の こ と 。  

         ガ ス ケ ッ ト ⑪ を か み 込 ま せ た り ， 正 し く ボ デ ィ ① ， サ イ ド カ バ ー ③  

         に 装 着 さ れ て い な か っ た り す る と 漏 れ の 原 因 に な り ま す 。  

      8) 図 ２ を 参 照 し て ， ス テ ム ベ ア リ ン グ ⑯ ， ス ラ ス ト ベ ア リ ン グ ⑰ を 装  

         着 す る 。  

      9) 図 ２ を 参 照 し て ， ス テ ム ⑥ を 挿 入 す る 。 こ の 時 ， ボ ー ル ⑤ の ポ ー ト  

         (流 路 )と ス テ ム ⑥ の 流 れ 方 向 指 示 溝 が 同 じ 方 向 に な る と 共 に ， ス テ  

         ム ⑥ 先 端 丸 い 部 分 お よ び 二 面 幅 部 分 が ，  

        ボ ー ル ⑤ の ス テ ム ⑥ 先 端 挿 入 穴 部 お よ  

         び 二 面 幅 部 に 入 る よ う に 挿 入 す る 。  

     10) 図 ２ お よ び 断 面 図 を 参 照 し て ， グ ラ ン  

         ド リ ン グ ⑩ ， グ ラ ン ド パ ッ キ ン ⑨ の 順  

         に 装 着 す る 。  

     11) 125A・ 150A の 場 合 ， グ ラ ン ド キ ャ ッ プ

         ④ に ベ ア リ ン グ ⑭ を 入 れ ， 断 面 図 を 参  

         照 し ,向 き に 注 意 し て グ ラ ン ド に 装 着 す

         る 。 200A， 250A の 場 合 は ， カ ラ ー (25) 

         に ベ ア リ ン グ ⑭ を 入 れ ， 断 面 図 を 参 照  

         し ,向 き に 注 意 し て ， カ ラ ー (25)， グ ラ

         ン ド キ ャ ッ プ ④ の 順 に 装 着 す る 。  

     12) 125A・ 150A の み ７ 頁 の 流 れ 方 向 TYPE 図

     を 参 照 し て ， 左 回 り ・ 右 回 り 位 置 で 所  

         定 の TYPE の 流 れ 方 向 位 置 と な る よ う に

         ス テ ム ⑥ 頂 部 の 流 れ 方 向 指 示 溝 を 確 認  

         し ， ス テ ム ⑥ に ス ト ッ パ ー (22)を 装 着  

         す る 。                                               図 ２  
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     13) 125A・ 150A の み イ ン ジ ケ ー タ プ レ ー ト (24)(駆 動 装  置 付 き の 場 合 は  

         無 し )を ス テ ム ⑥ に 装 着 し ， ス ナ ッ プ リ ン グ プ ラ イ ヤ を 用 い て ， ス   

         ナ ッ プ リ ン グ (23)で 固 定 す る 。 (駆 動 装 置 付 き の 場 合 は 無 し )  

     14) ボ デ ィ ① に ， ト ラ ニ オ ン 用 ガ ス ケ ッ ト ⑬ を 装 着 し ， ボ ー ル ⑤ ， ボ デ  

         ィ ① 間 に ス ラ ス ト ベ ア リ ン グ ⑱ を 取 り 付 け ， ト ラ ニ オ ン ⑦ を ， ス ラ  

         ス ト ベ ア リ ン グ ⑱ の 内 輪 に 入 る よ う に ， 目 視 で 確 認 し な が ら ， 軽 く  

         ね じ 込 む 。  

         こ の 時 ， ガ ス ケ ッ ト ⑬ を か み 込 ま せ た り ， ス ラ ス ト ベ ア リ ン グ ⑱ を  

         破 損 し た り し な い よ う に 注 意 し て 装 着 の こ と 。 ス ラ ス ト ベ ア リ ン グ  

         ⑱ が 正 し く 装 着 さ れ て い な い と 作 動 不 良 の 原 因 と な る こ と が 有 り ，  

         ガ ス ケ ッ ト ⑬ を か み 込 ま せ た り ， 正 し く ボ デ ィ ① ， ト ラ ニ オ ン ⑦ に  

         装 着 さ れ て い な か っ た り す る と 漏 れ の 原 因 に な り ま す 。  

   15) ボ ー ル ⑤ の ポ ー ト (流 路 )と ス テ ム ⑥ の 流 れ 方 向 指 示 溝 が 同 じ 方 向 に  

         あ る こ と を 確 認 す る 。 ま た ， ス テ ム ⑥ 先 端 の 丸 い 部 分 お よ び 二 面 幅  

         部 分 が ， ボ ー ル ⑤ の 各 挿 入 箇 所 に 確 実 に 入 っ て い る こ と を ， ボ デ ィ  

         ① の ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② 取 り 付 け 穴 ， ボ ー ル の ポ ー ト 部 な ど か ら 覗 き  

         再 確 認 す る 。 そ の 後 ， ボ ル ト (21)２ 本 を メ ガ ネ レ ン チ で 片 締 め に な  

         ら な い よ う に ， 締 め す ぎ な い よ う に ， 交 互 に 締 め 付 け る ｡  

     16) ト ラ ニ オ ン ⑦ を メ ガ ネ レ ン チ で 確 実 に 締 め 付 け る 。  

     17) ボ デ ィ ① の ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② 取 り 付 け 部 残 ２ 箇 所 に ， ス タ ッ ド ボ ル  

         ト ⑳ の ね じ の 切 っ て い な い 部 分 を プ ラ イ ヤ で つ か み 十 分 に ね じ 込 む 。

         ス タ ッ ド ボ ル ト ⑳ の ね じ 部 の 長 さ が 異 な る 場 合 は ， 短 い 方 を ボ デ ィ  

         ① に ね じ 込 ん で く だ さ い 。  

     18) 残 っ て い る ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② ２ 個 に ガ ス ケ ッ ト ⑫ を 装 着 し (ガ ス ケ   

         ッ ト ⑫ が 落 ち る 場 合 は ， ボ デ ィ ① の ガ ス ケ ッ ト 溝 に ガ ス ケ ッ ト ⑫ を  

         入 れ る )， 相 マ ー ク に 従 っ て ボ デ ィ ① に 装 着 す る 。  

         こ の 時 ， ガ ス ケ ッ ト ⑫ を か み 込 ま せ な い よ う に 注 意 し て 装 着 の こ と 。

         ガ ス ケ ッ ト ⑫ を か み 込 ま せ た り ， 正 し く ボ デ ィ ① ， ボ デ ィ キ ャ ッ プ  

         ② に 装 着 さ れ て い な か っ た り す る と 漏 れ の 原 因 に な り ま す 。  

   19) ス タ ッ ド ボ ル ト 用 の ナ ッ ト ⑳ を ， 全 て 軽 く ね じ 込 む 。  

     20) ボ ル ト ⑲ ， ナ ッ ト ⑳ を 安 全 に 締 め 付 け で き る よ う 作 業 台 に 固 定 す る  

         な ど ， 配 慮 す る 。 ま た ， ボ ー ル ⑤ の ポ ー ト が ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② の ポ  

         ー ト と 一 致 し て い る こ と を 確 認 す る 。 そ の 後 ， サ イ ド カ バ ー ③ 固 定  

         用 の ボ ル ト ⑲ を ， メ ガ ネ レ ン チ で ， 対 角 交 互 に 確 実 に 締 め 付 け る 。  

         ボ ー ル ⑤ の ポ ー ト と ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② の ポ ー ト が 合 っ て い な い と ボ  

         ー ル シ ー ト に 傷 が 付 き ， 漏 れ の 原 因 に な り ま す 。  

     21) サ イ ド カ バ ー ③ に 対 向 す る ボ デ ィ キ ャ ッ プ 固 定 用 の ナ ッ ト ⑳ を ， メ  

         ガ ネ レ ン チ で ， 対 角 交 互 に 確 実 に 締 め 付 け ， 次 い で 残 ２ 個 の ボ デ ィ  

         キ ャ ッ プ ② 固 定 用 の ナ ッ ト ⑳ を ， 同 じ く メ ガ ネ レ ン チ で ， 対 角 交 互  

         に 確 実 に 締 め 付 け る 。  

     22) ス テ ム ⑥ 頂 部 に ， ハ ン ド ル ま た は 適 切 な ス パ ナ (但 し ， 万 一 外 れ て   

         も 怪 我 を し な い よ う 注 意 し て 使 用 す る こ と )な ど を 取 付 ， ボ ー ル を   

         回 転 さ せ ， ボ デ ィ ① ， ボ デ ィ キ ャ ッ プ ② と ボ ー ル ⑤ の ポ ー ト が 合 っ  
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         て い る こ と を 確 認 す る 。 ま た ， 作 動 が ス ム ー ズ で あ る こ と を 確 認 す  

         る 。  

 

    3 -3 . 組 立 後  

   1) 再 組 立 し た バ ル ブ は ， 耐 圧 検 査 お よ び 弁 座 漏 れ 検 査 を 行 な い ， 問 題

     の な い こ と を 確 認 す る 。 基 本 的 に は 耐 圧 検 査 圧 力 は 最 高 使 用 圧 力 の  

         １ .５ 倍 と し ， 弁 座 漏 れ 検 査 圧 力 は 使 用 圧 力 と す る 。  

         検 査 は 検 査 圧 力 の １ ／ ２ 程 度 ま で 昇 圧 し ， 各 部 が 正 常 に 組 立 さ れ て  

         お り ， 異 常 の な い こ と を 確 認 し た 後 ， 異 常 の な い こ と を 確 認 し な が  

         ら 徐 々 に 検 査 圧 力 ま で 昇 圧 し て く だ さ い 。  

    2) 自 動 弁 お よ び ウ ォ ー ム ギ ア な ど 駆 動 装 置 付 き の 場 合 は ， バ ル ブ 仕 様  

         (駆 動 装 置 の 開 閉 位 置 と バ ル ブ の 開 閉 位 置 な ど )お よ び 分 解 前 に 付 け  

         た 相 マ ー ク を 参 照 し て ， 駆 動 装 置 を 取 り 付 け て く だ さ い 。  

    3) 装 置 に バ ル ブ を 配 管 す る 場 合 は ， 『 日 阪 ボ ー ル バ ル ブ 取 扱 説 明 書 』  
         に 従 っ て 作 業 を 行 っ て く だ さ い 。  

  

                         ＜ 流 れ 方 向 Ｔ Ｙ Ｐ Ｅ 図 ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






